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新

井

健

一

郎

著 

『

首

都

を

つ

く

る

―

―

ジ

ャ

カ

ル

タ

創

造

の

50

年

―

―

』 

 

東

海

大

学

出

版

会 

二

〇

一

二

・

一

〇

刊 

Ａ

５ 
 
 

二

七

八

頁 
 
 

三

四

〇

〇

円 

  

本

書

は

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

共

和

国

の

独

立

後

、

人

口

急

増

に

直

面

す

る

ジ

ャ

カ

ル

タ

首

都

圏

で

展

開

さ

れ

た

不

動

産

開

発

に

つ

い

て

、

政

治

経

済

的

な

視

点

か

ら

掘

り

下

げ

て

分

析

し

て

い

る

。

大

都

市

の

空

間

変

化

の

内

実

を

、

関

連

す

る

政

策

、

社

会

背

景

、

主

要

ア

ク

タ

ー

で

あ

る

不

動

産

業

界

の

人

脈

と

と

も

に

読

み

解

い

た

現

代

史

と

な

っ

て

い

る

。

全

六

章

か

ら

成

り

、

章

ご

と

に

内

容

を

紹

介

し

た

い

。 

 

第

一

章

の

「

植

民

地

都

市

を

改

造

す

る

―

ス

カ

ル

ノ

の

ジ

ャ

カ

ル

タ

」

お

よ

び

第

二

章

の

「

暴

動

と

伝

統

―

ス

ハ

ル

ト

体

制

の

確

立

と

ジ

ャ

カ

ル

タ

へ

の

介

入

」

で

は

、

独

立

直

後

の

一

九

五

〇

年

代

か

ら

七

〇

年

代

に

か

け

て

、

初

代

お

よ

び

第

二

代

の

大

統

領

が

進

め

た

都

市

建

設

と

そ

の

背

景

に

つ

い

て

解

説

さ

れ

て

い

る

。

華

人

実

業

家

チ

プ

ト

ラ

が

台

頭

し

、

ス

ハ

ル

ト

体

制

の

下

で

政

権

エ

リ

ー

ト

・

外

資

・

華

人

系

企

業

か

ら

成

る

開

発

政

策

の

基

盤

が

築

か

れ

、

大

衆

暴

動

を

教

訓

に

し

た

社

会

運

動

の

脱

政

治

化

策

が

初

期

の

郊

外

開

発

と

連

動

し

て

い

た

こ

と

が

示

さ

れ

て

い

る

。 

 

第

三

章

の

「

寡

占

的

郊

外

化

」

で

は

、

石

油

価

格

下

落

で

歳

出

削

減

を

迫

ら

れ

た

政

府

が

、

一

九

八

四

年

に

生

活

イ

ン

フ

ラ

整

備

を

担

う

大

規

模

住

宅

地

の

開

発

許

可

を

私

企

業

に

発

行

す

る

よ

う

に

な

り

、

そ

の

後

の

十

年

余

り

の

う

ち

に

ジ

ャ

カ

ル

タ

郊

外

の

土

地

資

源

が

、

少

数

の

中

上

層

階

級

指

向

の

企

業

グ

ル

ー

プ

に

集

中

し

た

状

況

が

描

か

れ

る

。

や

が

て

九

〇

年

代

末

に

殆

ど

の

事

業

が

破

綻

す

る

が

、

住

宅

供

給

能

力

を

越

え

た

過

剰

な

許

可

発

行

が

回

収

困

難

な

債

権

を

増

や

し

、

金

融

危

機

を

誘

発

し

た

状

況

が

具

体

的

に

分

析

さ

れ

て

い

る

。 

 

第

四

章

の

「

チ

プ

ト

ラ

を

知

る

と

い

う

こ

と

―

投

機

・

イ

メ

ー

ジ

・

メ

デ

ィ

ア

」

は

、

都

市

開

発

に

お

け

る

投

機

と

い

う

不

安

定

な

側

面

が

、

主

要

ア

ク

タ

ー

の

個

人

的

な

要

素

と

関

係

し

て

い

る

こ

と

を

、

九

〇

年

代

に

メ

デ

ィ

ア

に

露

出

す

る

こ

と

で

背

負

っ

た

「

不

動

産

王

」

チ

プ

ト

ラ

の

イ

メ

ー

ジ

を

手

が

か

り

に

明

ら

か

に

し

て

い

る

。 

 

第

五

章

の

「

ブ

ル

ジ

ョ

ワ

支

配

の

起

源

―

業

界

団

体

Ｒ

Ｅ

Ｉ

を

通

じ

た

不

動

産

産

業

の

組

織

化

」

で

は

、

不

動

産

開

発

業

界

の

影

響

力

が

、

ス

ハ

ル

ト

体

制

か

ら

ポ

ス

ト

・

ス

ハ

ル

ト

体

制

を

通

じ

て

、

政

治

と

の

結

び

つ

き

方

を

変

え

な

が

ら

も

継

続

し

た

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

 

第

六

章

の

「

ポ

ス

ト

・

ス

ハ

ル

ト

体

制

期

の

首

都

圏

不

動

産

産

業

の

再

編

成

」

は

、

債

務

処

理

か

ら

逃

れ

た

企

業

、

新

興

企

業

、

債

務

処

理

を

通

過

し

た

企

業

が

、

郊

外

の

既

存

開

発

予

定

地

で

の

住

宅

分

譲

販

売

や

、

新

た

な

都

心

マ

ン

シ

ョ

ン

建

設

を

進

め

る

現

況

を

見

渡

し

て

い

る

。

廉

価

住

宅

の

建

設

も

、

交

通

不

便

な

郊

外

住

宅

街

も

し

く

は

都

心

の

集

合

住

宅

と

し

て

実

現

し

つ

つ

あ

る

と

す

る

。 

 

全

体

を

通

じ

て

本

書

は

、

新

聞

、

雑

誌

、

株

式

上

場

目

論

見

書

な

ど

の

情

報

と

、

先

行

研

究

や

独

自

の

政

治

社

会

分

析

を

繫

ぎ

、

様

々

な

都

市

問

題

の

対

策

が

、

企

業

や

政

治

体

制

の

支

配

的

な

動

き

抜

き

に

は

想

定

で

き

な

い

こ

と

を

浮

か

び

上

が

ら

せ

て

い

る

。

そ

の

よ

う

な

地

道

な

作

業

に

著

者

を

動

か

し

た

問

題

意

識

の

根

底

に

は

、

各

所

で

言

及

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

地

上

げ

、
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地

価

高

騰

、

住

宅

難

、

通

勤

難

に

見

舞

わ

れ

る

中

下

層

住

民

の

苦

悩

や

、

高 

級

住

宅

地

の

排

他

的

囲

い

込

み

な

ど

に

よ

り

、

社

会

的

亀

裂

が

深

ま

っ

て

い 
る

こ

と

へ

の

危

機

感

が

あ

る

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

（

松

田

浩

子

） 

 
 


